
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和 6 年 6 月 17 日（月）  

 １４：００～１６：３０  

場所：鹿児島市立大龍小学校  
 



令和６年度  清水中学校区小・中連携研修会（大龍小会場）実施要項  

 

１  趣  旨   地 域 に お け る 小 学 校 と 中 学 校 が ９ 年 間 で 子 ど も を 育 て る と

い う 視 点 に 立 っ て ， 相 互 に 連 携 を 図 っ た 教 育 課 程 編 成 や 学 習 指

導 ， 生 徒 指 導 等 の 在 り 方 に つ い て の 実 践 的 な 研 修 を 行 い ， 児 童

生 徒 の 「 育 ち 」 と 「 学 び 」 の 適 時 性 と 連 続 性 を 重 視 し た 教 育 活

動 を 展 開 す る と と も に ， 小 ・ 中 学 校 相 互 の 指 導 方 法 ・ 内 容 等 に

つ い て視 野 を 広 げ ， 教 師の 指 導 力 の 向 上 を 図 る 。  

 

２  日  時   令 和 ６ 年 ６ 月 １ ７ 日 （ 月 ）  １ ４ 時 ０ ０ 分 ～ １ ６ 時 ３ ０ 分  

                〔 受 付 ： １ ３ 時 ４ ０ 分 ～ １ ４ 時 ０ ０ 分 〕  

 

３  場  所   大 龍 小 学 校 （ 各 教 室 ）  

                         

４  対 象 者   大 龍 小 学 校 ， 清 水 小 学 校 ， 清 水 中 学 校 ， 玉 龍 中 学 校 の 教 職 員  

 

５  日  程  

 

 

 

 

 

時   間  研   修   内   容   等  

1 3： 4 0～ 1 4： 0 0  受 付 （ 職 員 玄 関 ）  

1 4： 0 0～ 1 4： 4 5  授 業 参 観 （ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ 年 及 び 特 別 支 援 学 級 ）  

1 4： 4 5～ 1 5： 0 0  移 動 及 び 分 科 会 受 付 （ 各 分 科 会 教 室 ）  

1 5： 0 0～ 1 5： 5 5  

 

 

 

 

 

分 科 会 （ 5 5 分 ）  

⑴   開 会 の こ と ば        

⑵   各 校 職 員 の 紹 介           

⑶   各 学 校 の 現 状 と 課 題    

⑷   協 議 ・ 情 報 交 換               

⑸   ま と め     

⑹   閉 会 の こ と ば        

1 5： 5 5～ 1 6： 0 0  準 備  

1 6： 0 0～ 1 6： 3 0  

 

 

全 体 会  

〔 そ の ま ま 各 分 科 会 教 室 に て オ ン ラ イ ン で 行 う 〕  

⑴   開 会 の こ と ば  

⑵   各 分 科 会 報 告  

⑶   講 評  

⑷   会 場 校 校 長 あ い さ つ  

⑸    閉 式 の こ と ば  



６  分 科 会 に つ い て  

 

⑴   割 り 当 て     

分 科 会  世 話 係  記 録 係  指 導 助 言 者  会 場  

生 徒 指 導 部 会  （ 大 龍 小 ）  （ 大 龍 小 ）  
笠 置 倫 敬  

大 龍 小 教 頭  
５ 年 ２ 組  

学 習 指 導 部 会  （ 大 龍 小 ）  （ 大 龍 小 ）  
古 市 正 直  

玉 龍 中 教 頭  
６ 年 ２ 組  

特 別 支 援 教 育 部 会  （ 大 龍 小 ）  （ 大 龍 小 ）  
原 口 雅 也  

大 龍 小 校 長  
３ 年 ２ 組  

保 健 部 会  （ 大 龍 小 ）  （ 大 龍 小 ）  
原 田 健 太 郎  

清 水 小 教 頭  
３ 年 １ 組  

  

⑵   研 修 内 容 （ 各 分 科 会 ご と の テ ー マ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 科 会  研 修 内 容 （ 各 分 科 会 ご と の テ ー マ ）  

生 徒 指 導 部 会  

１  い じ め ， 不 登 校 ， 問 題 行 動 等 に つ い て  

２  校 則 や 風 紀 面 で の 見 直 し 等 を 踏 ま え た 小 中 の 連 携 に

つ い て  

学 習 指 導 部 会  

１  学 力 向 上 に つ い て  

２  非 認 知 能 力 向 上 プ ロ ジ ェ ク ト （ 鹿 児 島 市 立 学 校 ） へ

の 取 組 に つ い て  

特 別 支 援 教 育 部 会  

１  個 別 の 教 育 支 援 計 画 ， 個 別 の 指 導 計 画 の 活 用 等 に つ

い て  

２  特 別 支 援 学 級 に お け る 授 業 時 数 の 現 状 等 に つ い て  

保 健 部 会  
１  薬 物 乱 用 防 止 教 育 に つ い て  

２  健 康 課 題 （ 視 力 ， 歯 ， 運 動 等 ） に つ い て  



令和６年度清水中校区  小中連携研修会  
（ R 6 . 6 . 1 7  於 ： 大 龍 小 学 校 ）  

各 分 科 会  協 議  ま と め  

【生徒指導部会】  

１  い じ め ， 不 登 校 ， 問 題 行 動 に つ い て  

・  各 種 の ア ン ケ ー ト や 学 校 楽 し ぃ ― と ，体 と 心 の 健 康 観 察 等 を 実 施 し ，

い じ め や 不 登 校 ， 問 題 行 動 等 の 早 期 発 見 ・ 早 期 解 決 が 必 要 で あ る 。  

・  近 年 ， ス マ ホ や ゲ ー ム な ど で 生 活 リ ズ ム を 崩 し ， 不 登 校 に な る 傾 向

が 多 い 。  

・  不 登 校 の 対 応 を 全 職 員 で 行 い ， 長 い 目 で 見 る 必 要 が あ る 。  

・  全 職 員 で 情 報 共 有 を 行 い ， チ ー ム で 支 援 で き る よ う に す る 。 ま た ，

S S T や S O S の 出 し 方 な ど を 教 育 課 程 に 位 置 付 け ，未 然 防 止 を ね ら い と し

た 取 組 を 積 極 的 に 行 う 。  

２  校 則 や 風 紀 面 で の 見 直 し 等 を 踏 ま え た 小 中 の 連 携 に つ い て  

・  校 則 や 風 紀 面 で は ， L G B T Q へ の 対 応 も し っ か り 行 い な が ら ， 子 供 間 ，

職 員 間 ， 地 域 等 話 合 い を 進 め て い か な け れ ば な ら な い 。  

 

指 導 助 言  

〇  生 徒 指 導 提 要 の 改 定 → 発 達 指 示 的 生 徒 指 導 ・ 課 題 未 然 防 止 教 育  

〇  人 の 心 は 人 の 心 に よ っ て 育 ま れ る 。  

〇  不 登 校 → ゲ ー ム ・ ス マ ホ は ， 保 護 者 の 協 力 が 必 要 。  

  学 校 の 楽 し さ を 感 じ ら れ る 教 育 が 一 番 大 切 に な る 。  

 

【学習指導】  

１  学 力 向 上 に つ い て  

・  2 校 の 小 学 校 の ス タ ン ダ ー ド を 参 考 に す る 。  

 （ 清 水 小 … す え ひ ろ が り ８ ， 大 龍 小 … 大 龍 ス タ ン ダ ー ド ）  

・  I C T の 活 用  

 各 教 科 で の 使 用 と 長 期 休 業 中 の 課 題（ n a v i m a の 使 用 ）に 使 用 し て い る 。 

・  実 態 に 応 じ て I C T の 使 い 方 ， ル ー ル を 作 成 し て い る 。  

２  非 認 知 能 力 向 上 プ ロ ジ ェ ク ト へ の 取 組 に つ い て  

・  単 元 自 由 進 度 学 習 は ， 学 力 の 差 が 大 き く な る 懸 念 が あ る 。 た く さ ん

の ヒ ン ト カ ー ド や ペ ア や グ ル ー プ な ど 共 同 的 な 学 習 活 動 の 工 夫 が 必 要

で あ る 。  

 

指 導 助 言  

〇  鹿 児 島 県 は ， 主 体 性 や 自 己 肯 定 感 が 低 い 傾 向 に あ る と い う 意 識 を も

っ て ， 教 科 指 導 や 生 徒 指 導 を 行 う 必 要 が あ る 。  

 自 己 肯 定 感 を 高 め る 方 法 … ポ ジ テ ィ ブ な 自 己 対 話  

             小 さ な 目 標 設 定  

             自 己 成 長 の 確 認 （ 他 人 と は 比 較 し な い ）  

 



【保健指導】  
１  楽 物 乱 用 に つ い て  

・  各 学 校 ， 薬 物 乱 用 教 室 を 行 い ， 薬 物 乱 用 防 止 教 育 を 行 っ て い る が ，

自 分 事 と し て 捉 え さ せ る こ と は ， 難 し い 。  

２  健 康 課 題 （ 視 力 ， 歯 ， 運 動 ） に つ い て  

・  生 活 リ ズ ム  

ゲ ー ム ， イ ン タ ー ネ ッ ト ， メ デ ィ ア と の 向 き 合 い 方 を 考 え さ え る 必

要 性 が あ る 。 生 活 リ ズ ム の く ず れ か ら ， 集 中 力 の 低 下 や 意 欲 低 下 が 考

え ら れ る が ， メ デ ィ ア ル ー ル 等 取 り 組 ん で も ， 形 だ け で 終 わ っ て し ま

っ て い る 。  

・  体 幹 が 弱 い  

け が が 多 い 。 姿 勢 が 崩 れ や す い 。 も た れ か か る 。  

 

・  学 校 保 健 委 員 会 の 参 観 人 数 が 少 な い 。講 師 派 遣 し に く い 現 状 が あ る 。

授 業 参 観 や 土 曜 授 業 等 と 併 用 す る な ど ， 持 続 可 能 な 学 校 保 健 委 員 会 を

作 る 必 要 が あ る 。  

・  学 校 の 思 い を 話 し ， 家 庭 と の 協 力 が 必 要 で あ る 。  

 

指 導 助 言  

〇  学 校 だ け の 活 動 だ け で な く ， 保 護 者 や 地 域 を 巻 き 込 む 必 要 が あ る 。  

〇  不 登 校 は ， 生 徒 指 導 と 並 行 し て 行 う 。  

〇  個 に 応 じ た 対 応 を 考 え る 。 世 の 中 の 変 化 に 対 応 し て い く 。  

〇  オ ー バ ー ド ー ズ ， 起 立 性 調 節 障 害 等 は ， 職 員 間 の 共 通 理 解 と 受 診 を

進 め る 。  

 

【特別支援教育】  
１  個 別 の 教 育 支 援 計 画 ， 個 別 の 指 導 計 画 の 活 用 等 に つ い て  

・  個 別 の 教 育 支 援 計 画 を 清 水 小 学 校 の 形 式 に 統 一 す る 。  

２  特 別 支 援 学 級 に お け る 授 業 時 数 の 現 状 等 に つ い て  

・  学 年 間 ， ク ラ ス 間 で 時 間 割 を 合 わ せ る の が 大 変 。  

・  進 路 に つ い て 不 安 を 訴 え る 保 護 者 が い る 。  

 → 清 水 中 学 校 は ， 親 子 見 学 が あ る 。  

 → 高 校 受 験 や そ の 先 の 進 路 等 語 る 場 所 を 設 定 し て い き た い 。  

 

 

指 導 助 言  

〇  進 路 に つ い て ， 特 別 支 援 学 校 か ら 情 報 を も ら え や す い 。 そ の 児 童 ・

生 徒 の 一 生 を 見 通 し た 会 な ど が あ る 。  

〇  個 別 の 指 導 計 画 は ， そ の 児 童 の 変 化 を 赤 で 修 正 し た り ， 保 護 者 の メ

モ 書 き か か れ て い た り す る な ど ， よ り よ い 教 育 を 受 け ら れ る よ う に な

れ ば い い 。  

 


